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湯川村体育協会　　
表彰式を行いました
　４月２６日（木）、公民館にて湯川村体育協会
表彰式を行いました。
　功労賞を３Ｂ体操クラブの津瀧昌子さん、ス
ポーツ民踊愛好会の柏木八重子さん、ヨガクラ
ブの渡部壽子さん、ソフトボール協会の小山哲
男さんの４名が受賞しました。それぞれ長年の
活動歴の中で、会の発展にご尽力されてきたこ
とを称えての表彰となりました。
　また、優秀賞には、グラウンド・ゴルフ倶楽
部の平野晴康さんが受賞しました。２９年度の
大会での活躍を称えての表彰となりました。受
賞者の皆さんおめでとうございました。

　４月28日（土）、初夏を感じさせる日差しのなか、勝常寺境内において、春の祭礼「勝常念佛踊り」が奉
納されました。
　勝常念佛踊りは、喜多方市で受け継がれてきた念佛踊りと合わせて、平成15年に福島県の重要無形民俗
文化財に指定されました。今では会津の春を代表する伝統行事となっています。
　念佛踊りに先立ち、国宝薬師如来坐像の御前にて、ご詠歌による供養儀式が行われました。
　儀式の後、勝常念佛踊り保存会の皆さんが、喜多方市の小沼・中ノ目の保存会の方々と共に踊りを奉納し
ました。続いて、勝常小学校３年生以上の児童38名が、この日のために習い覚えた笛や太鼓を演奏しまし
た。その一生懸命な姿に観客は大きな拍手を送っていました。
　休日開催となった今年は、勝常小学校で土曜授業の一環として、全校生徒で祭礼を見学しました。なかに
は、上級生の演奏にあわせて拍子をうつ児童もいて、その様子も微笑ましいものでありました。
　また、門前では、つきたての振る舞い餅が配布されたり、村の特産品を屋台で販売したりと、参拝客はそ
れぞれに湯川村を満喫したようでした。

　５月１５日（火）、福島市「杉妻会館」において
平成３０年度各種功労者知事表彰の表彰式が行
われ、本村学校歯科医小久保俊一先生（会津坂
下町）が保健衛生功労者として受賞しました。
　小久保先生は昭
和６１年から現在
まで３２年にわた
り、笈川・勝常の
両小学校と湯川中
学校の学校歯科医
として、児童生徒
の健康管理に努め
ると同時に、本村
の保健衛生の向上
に貢献していただ
いております。

小久保歯科医院
小久保俊一先生

おめでとうございます。

湯川村学校歯科医
小
こ
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保
ぼ

俊
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一
い ち

氏
平成30年度各種功労者
知事表彰を受賞

「勝常念佛踊り」が開催されました

出席者で記念撮影　左から　平野晴康さん、
渡部壽子さん、柏木八重子さん、小林体育協会長
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　５月４日（金）から５日（土）にかけ
て、柳津町にて第６８回全会津総合体
育大会ソフトボール競技（男子スポー
ツ少年団の部）が行われました。湯川
男子ソフトボールスポーツ少年団は強
豪１７チームの中、トーナメントを勝
ち抜き、決勝で猪苗代スポーツ少年団
を９対２で破り見事優勝しました。
　選手たちの日頃の練習の成果と、監
督、指導者たちの熱意、保護者の方々
の協力が結びついての初優勝となりま
した。おめでとうございます。
　県大会でも上位を目指して、さらな
るご活躍を期待しています。

湯川男子ソフトスポ少 会津総体初優勝!

【春季検閲時表彰者】（敬称略）
○退団幹部感謝状　
　前　部　長　　小野　慎也（北田班）
○退任幹部感謝状
　前　部　長　　大塚　孝司（上田谷地班）
　前機関部長　　鴻巣　春彦（笈川班）
　前　部　長　　小林　知紀（米丸班）
　　　〃　　　　五十嵐　弘（八日町班）
　　　〃　　　　渡部　　学（松川班）
　　　〃　　　　篠田顕二郎（浜崎・桜づつみ班）
　　　〃　　　　高畑　正樹（佐野・三島班）
　　　〃　　　　小原　靖春（熊川班）
　　　〃　　　　堀金　寿之（石伏班）
○優良班表彰
　　　第二分団第五部第二班（堂畑班）
○永年勤続表彰
【２０年勤続章】
　部　　　長　　長谷川　猛（本　部）
　団　　　員　　鴻巣　春彦（笈川班）
　　　〃　　　　佐藤　和也（王領班）
　　　〃　　　　大塚　孝司（上田谷地班）
　班　　　長　　高倉　　厚（　　〃　　）
　団　　　員　　鈴木　信生（勝常班）
　　　〃　　　　大竹　一弘（熊川班）
　　　〃　　　　白川　智広（下扇田班）
【１０年勤続章】
　団　　　員　　片桐　　聡（笈川班）
　　　〃　　　　熊谷　拓朗（笠ノ目班）
　　　〃　　　　栗城　俊介（米丸班）
　　　〃　　　　伊藤　国博（八日町班）
　班　　　長　　古川　和則（森台班）
　団　　　員　　渡部　　学（松川班）
　班　　　長　　五十嵐憲時（沼ノ上班）
　団　　　員　　髙橋　辰徳（勝常班）
　　　〃　　　　渡部　昌志（堂畑班）

春季消防検閲
　４月２９日（日）、平成３０年度春季消防検閲を
ご来賓多数ご臨席のもと湯川中学校校庭において
挙行しました。
　始めに殉職消防団員の御霊に黙祷を捧げ、佐藤
誠消防団長、三澤豊隆村長から挨拶がありました。
その後、退団・退任された幹部の方々に感謝状を
贈呈し、優良班、永年勤続者にも表彰状を授与し
ました。
　検閲では、通常点検・特別訓練・機械器具点検
を実施し、整然と生気あふれる姿で点検を受けた
団員の姿に、来賓の方々より賞賛のお言葉をいた
だきました。
　表彰者は右記のとおりです。

通常点検を受ける消防団員

機械器具点検（水出し）を実施する消防団員

初優勝を祝して記念撮影‼
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　湯川村と会津坂下町が共同で、国土交通省に申請していた「佐野目地区かわまちづくり（第
２期）計画」が登録となり、4月18日（水）に道の駅あいづ　湯川・会津坂下にて、登録証伝達
式が開催されました。
　かわまちづくり計画の登録を受け、国土交通省にて阿賀川の護岸工事、管理用通路等の整備
を担い、両町村で「ストリートスポーツエリア」、「アウトドア・アクティビティエリア」等の
施設を整備する予定です。
　かわまちづくりが、さらなる交流の拡大、地域振興につながるよう関係者一丸となって取り
組んでまいります。

佐野目地区かわまちづくり（第２期）計画の登録伝達式

かわまちづくり整備イメージ登録証伝達式
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採用候補者試験実施のお知らせ
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湯川村職員（大学卒程度）採用候補者試験

１　試験職種　　　一般事務

２　採用予定人数　若干名

３　受験資格程度　大学卒程度
　昭和６３年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた者で、大
学程度を卒業または平成３１年３月卒業見込の者。
　ただし、欠格事項のいずれかに該当する者は受験できません。
　欠格事項については、湯川村のホームページまたは下記のお問い合
わせ先でご確認ください。

４　試験の方法
（１）第１次試験　教養試験（大学卒程度：「社会への関心と理解」、「言語的な能

力」、「論理的な思考力」）及び適性検査等を行います。
（２）第２次試験　第１次試験合格者に対して、主として人物についての面接、小

論文及び集団討論による試験を行います。

５　第１次試験日　　平成３０年７月２２日（日）

６　第１次試験会場　福島大学　福島市金谷川１番地
※受験者数により変更になる場合もあります。

７　受験手続及び受付期間
（１）申込用紙の請求

　申込用紙は、「湯川村役場総務課」で交付します。
　郵便により申込用紙を請求する場合は、封筒の表に受験する試験名「採用試
験（大学卒程度：一般事務）用紙請求」を朱書きし、１２０円切手を貼った宛
先明記の返信用封筒（角型２号）を必ず同封してください。

（２）申込の方法
　申込用紙に必要事項を記入して、「湯川村役場総務課」に提出してください。
　申込書を郵送する場合は、封筒の表に申込みをする試験名「採用試験大学卒
程度：一般事務申込」を朱書きし、８２円切手を貼った自分宛明記の返信用封
筒を必ず同封してください。

（３）申込書受付期間
　平成３０年５月２４日（木）から平成３０年６月２２日（金）まで。
（午前８時３０分から午後５時１５分までの間で受付。※土曜・日曜及び祝祭
日の受付は、行いません。）
※郵便により申込書を提出する場合は、平成３０年６月２０日（水）までの消印
のあるものに限り受け付けます。

８　申込み・お問い合わせ先
〒969−3593　福島県河沼郡湯川村大字清水田字長瀞１８番地
湯川村役場総務課　☎0241−27−8800　ＦＡＸ0241−27−3760
Ｅメール　　　soumu@vill.yugawa.fukushima.jp　
ホームページ　http://www.vill.yugawa.fukushima.jp
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谷
川
　
眞
　
理

熊

川

二
　
瓶
　
英
　
樹

上
扇
田

小
　
林
　
絵
　
莉

亀
ヶ
代

遠
　
藤
　
清
　
意

上
樽
川

一
　
条
　
拓
　
也

石

伏

目
　
黒
　
　
　
栄

下
樽
川

伊
　
藤
　
　
　
寛

中
扇
田

兼
　
子
　
　
　
洋

中

台

渡
　
部
　
健
　
二

下
扇
田

白
　
川
　
智
　
広

北

田

中
　
島
　
竜
　
巳

堂

畑

渡
　
部
　
昌
　
志

三

島

斎
　
藤
　
賢
　
一

桜
づ
つ
み

福
　
地
　
光
　
紀

美
田
園

増
　
子
　
　
　
晃
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児
童
手
当
・
特
例
給
付
は
中
学

校
卒
業
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
養
育

し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

現
況
届
は
、
６
月
分
以
降
の
手

当
を
引
き
続
き
受
給
要
件
を
満
た

し
て
い
る
か
（
児
童
の
監
督
や
保

護
、
生
計
関
係
な
ど
）
を
確
認
す

る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

該
当
さ
れ
る
方
に
は
、
６
月
上

旬
に
現
況
届
提
出
に
つ
い
て
の
ご

案
内
及
び
現
況
届
の
様
式
を
お
届

け
し
ま
す
の
で
、
６
月
中
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

　

提
出
さ
れ
な
い
と
、
平
成
30
年

６
月
分
以
降
の
手
当
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
福
祉
係　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
１
０

　

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た

日
で
す
。

　

昭
和
23
年
、
政
令
に
基
づ
い
て
人
権
擁
護
委
員

制
度
が
設
け
ら
れ
、
翌
24
年
６
月
１
日
に
人
権
擁

護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
人
権
擁

護
委
員
制
度
が
誕
生
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
は
、

人
権
擁
護
委
員
制
度
70
周
年
に
当
た
り
ま
す
。

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
を
記
念
し

て
、
毎
年
６
月
１
日
を
「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」

と
定
め
、
６
月
１
日
を
中
心
に
、
人
権
擁
護
委
員

が
皆
様
の
地
域
で
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て

人
権
相
談
に
応
じ
た
り
、
全
国
的
な
啓
発
活
動
を

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

湯
川
村
で
は
、
左
記
に
よ
り
特
設
相
談
所
が
開

設
さ
れ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
お
気
軽
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
行
政
相
談
会
と
合
同
で
開
設
し

ま
す
。

○
日
　
時　
６
月
23
日（
土
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

○
場
　
所　
湯
川
村
役
場

○
相
談
員　
小
沢　

晶
利
（
人
権
擁
護
委
員
）

　
　
　
　
　

鈴
木　
　

隆
（
人
権
擁
護
委
員
）

　
　
　
　
　

大
関　

清
憲
（
行
政
相
談
委
員
）

○
村
で
は
、
今
年
度
の
村
県
民
税
の
納

税
通
知
書
（
普
通
徴
収
分
）
を
６
月

上
旬
に
発
送
し
ま
す
。

村
県
民
税
な
ど
の
税
金
は
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
に
欠
か
せ
な
い
大
切

な
財
源
で
す
。
必
ず
納
期
内
に
納
め

ま
し
ょ
う
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先
・
納
付
相
談

　

住
民
課
税
務
係

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
２
０

口
座
振
替
に
よ
る
振
替
日
も

７
月
２
日（
月
）で
す
。

今
月
の
納
税

７
月
２
日（
月
）
ま
で

村
県
民
税　

第
１
期
分

納
税
は
『
納
期
限
ま
で
に
』　

　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。

６
月
は
児
童
手
当
・

特
例
給
付
現
況
届
の

　
　
　
提
出
月
で
す

人
権
相
談
所
の
開
設
に
つ
い
て

（
行
政
相
談
会
と
合
同
で
開
催
）

「村長との
対話の日」
平成30年

6月8日（金）
時間：午前9時~正午まで
場所：村長室
予約もできます。

　

湯
川
村
教
育
委
員
会
で
は
本
年

度
も
プ
ー
ル
を
利
用
し
た
健
康
づ

く
り
・
体
力
づ
く
り
を
応
援
し
ま

す
。
会
津
若
松
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
プ
ー
ル
利
用
料
金
5
回
分
を

助
成
し
ま
す
。
お
手
続
き
の
際
は
、

湯
川
村
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

（
公
民
館
）ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

利
用
カ
ー
ド
は
50
名
様
分
と
な
り

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

湯
川
村
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
係

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
４
１
０
７

《
指
定
施
設
》

　

会
津
若
松
市

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
プ
ー
ル

☎
０
２
４
２
︲
７
５
︲
５
２
０
１

健
康
づ
く
り　
　
　

施
設
利
用
助
成
事
業

　
開
始
の
お
知
ら
せ

⑥
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第
７
回
湯
川
村
総
合
教
育
会
議
を
左
記
に
よ
り
行

い
ま
す
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
日
　
時　
６
月
７
日（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
か
ら
１
時
間
程
度

○
場
　
所　
湯
川
村
役
場　

会
議
室
１
、
２

○
議
　
題　
幼
児
教
育
の
在
り
方

○
そ
の
他

　

公
開
で
行
い
ま
す
の
で
、
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
情
報
に
か
か
わ
る
案
件
の
場
合
は
一

時
退
室
を
お
願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
総
務
係

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
０
０

し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦

　
　
表
彰
の
ご
案
内

○
趣
旨

　

結
婚
し
て
50
年
、
ご
夫
婦
が
力
を
合

わ
せ
良
き
家
庭
を
つ
く
り
、
地
域
社
会

に
貢
献
し
、
今
日
の
豊
か
な
社
会
を
築

き
上
げ
た
功
績
は
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
苦
労
に
報
い
る
た
め
、

金
婚
を
迎
え
る
夫
婦
に
表
彰
状
と
記
念

品
を
贈
り
、
県
民
こ
ぞ
っ
て
祝
福
す
る

も
の
で
す
。

○
主
催　
福
島
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
・

　
　
　
　

福
島
民
報
社

○
後
援　
福
島
県
・
福
島
県
市
長
会
・

　
　
　
　

福
島
県
町
村
会

○
表
彰
該
当
者

　

昭
和
43
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12
月

31
日
ま
で
に
結
婚
さ
れ
た
ご
夫
婦
、及
び

そ
れ
以
前
に
結
婚
さ
れ
、前
回
ま
で
に
金

婚
表
彰
を
授
与
さ
れ
て
い
な
い
ご
夫
婦

○
受
付
期
間

　

７
月
13
日（
金
）ま
で
（
新
聞
紙
上
に

掲
載
す
る
都
合
上
、
締
め
切
り
厳
守
）

○
申
込
方
法

「
し
あ
わ
せ
金
婚
表
彰
申
込
書
」
は
、

湯
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
備
え
て
あ

り
ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

湯
川
村
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
９
０

　

平
成
30
年
度
の
労
働
保
険
の
年
度
更
新
の
申
告
期

限
は
７
月
10
日
で
す
。

　

期
限
ま
で
に
、
最
寄
り
の
銀
行
、
郵
便
局
、
労
働

基
準
監
督
署
、
福
島
労
働
局
に
お
い
て
手
続
き
を
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
は
電
子
申
請
を
、
労
働
保

険
料
等
の
納
付
は
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
労
働
局
総
務
部　

労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
２
４
︲
５
３
６
︲
４
６
０
７

　

不
動
産
取
得
税
は
、
土
地
や
家

屋
を
取
得
し
た
と
き
に
一
度
だ
け

納
め
て
い
た
だ
く
県
の
税
金
で

す
。
住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
て

か
ら
３
年
以
内
に
住
宅
を
新
築

（
中
古
住
宅
の
場
合
は
、
１
年
以

内
に
取
得
）
し
た
場
合
や
、
住
宅

を
取
得
し
て
か
ら
１
年
以
内
に
そ

の
住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
た
場

合
で
一
定
の
要
件
を
満
た
す
と
き

は
、
こ
れ
ら
の
土
地
に
か
か
る
不

動
産
取
得
税
を
減
額
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
三
世
代
同
居
・
近
居
住

宅
を
取
得
し
た
際
の
軽
減
措
置

や
、
災
害
や
公
共
収
用
時
な
ど
に

も
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

賃
金
未
払
い
、
解
雇
、
退
職
、

パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
の
労
使
間
の
ト

ラ
ブ
ル
に
関
す
る
困
り
ご
と
や

疑
問
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
受

け
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

　

現
地
相
談
会
で
は
、
労
働
問

題
に
精
通
し
て
い
る
労
働
委
員

会
委
員
が
対
応
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
開
催
日　
７
月
８
日（
日
）

○
現
地
相
談
会

　

◦
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館

　

◦
県
会
津
若
松
合
同
庁
舎

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

※
電
話
予
約
に
よ
る
時
間
指
定

も
可
能
で
す
。

○
電
話
相
談

☎
０
２
４
︲
５
２
１
︲
７
５
９
４

	

（
県
内
全
域
対
象
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
７
時

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　

福
島
市
中
町
８
︲
２

☎
０
２
４
︲
５
２
１
︲
７
５
９
４

E-m
ail  roudousoudan@

	
pref.fukushim

a.lg.jp

不
動
産
取
得
税
の

　
　
　
軽
減
制
度

「
労
働
困
り
ご
と

相
談
会
」
開
催

「
第
７
回
総
合
教
育
会
議
」

　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

―
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
―

労
働
保
険
の

年
度
更
新
等
の
お
知
ら
せ

　

こ
れ
ら
の
制
度
は
、
ご
本
人
の

申
請
に
よ
り
減
額
・
減
免
す
る
も

の
な
の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ

る
方
は
、
詳
し
い
要
件
及
び
必
要

書
類
に
つ
い
て
、
次
の
と
こ
ろ
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

不
動
産
取
得
税
チ
ー
ム

☎
０
２
４
２
︲
２
９
︲
５
２
５
４

⑦
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　被保険者の皆さまの歯科健康保持及び疾病予防等のため、平成30年度は下記の内容で歯科健診を
実施します。
　歯の健康は、口腔状態の悪化による歯周病予防や、噛む力の低下による誤えん性肺炎予防のために、
とても重要です。この機会に歯科健診を受診しましょう。

後期高齢者医療保険では
歯科口腔健康診査を実施します

○対 象 者　福島県後期高齢者医療の被保険者で、昭和17年4月2日から
　　　　　　昭和18年4月1日までに生まれた方（前年度中に75歳に達した方）
○健診項目　問診、歯（義歯）、咬合、歯周組織、嚥下の状態等
○健診費用　無料
○健診期間　平成30年6月1日（金）から平成30年11月30日（金）まで
○留意事項　①対象歯科医院において実施しますので、詳しくは5月下旬に各対象者へ配布され

た案内状をご覧ください。
②歯科健診が無料で受診できるのは1回です。
③東日本大震災により避難されている被保険者も、避難先で受診できる場合があり
ます。
④長期入院されている方や介護施設へ入所されている被保険者は、対象とならない
場合があります。

◎お問い合わせ先　福島県後期高齢者医療広域連合　☎024−528−9024
　　　　　　　　　湯川村住民課福祉係　　　　　　☎0241−27−8810

　この度、みちの会では「いってみんべぇ　みてみんべぇ　ゆがわ夏の市」を初めて開
催することになりました。この機会に湯川村を少しでも盛り上げ、湯川村のＰＲや地
域活性化を図ってまいります。
　つきましては、村民の皆様の農産物等の出品希望者を募集します。出品を希望され
る方は、下記のお問い合わせ先までご連絡をお願いします。
　また、村内店舗で利用できるクーポン券（割引券）付きチラシを作成し、店舗のＰ
Ｒを行いますので、ご賛同していただける店舗等を募集します。
　詳しくは、下記お問い合わせ先まで、ご連絡をお願いします。

１．日　　時	　平成３０年７月２８日（土）９：００～
２．場　　所	　道の駅あいづ「ひとの広場、みちの広場」
３．出 品 物	　湯川村農産物や６次化商品、加工品、手工芸品等
４．出品方法	　軽トラ・テーラー等での販売　※共同での出品可
５．出品者募集期間　６月２９日（金）まで　※出品物と出品方法等を申し込みください。
６．クーポン券付きチラシへの賛助店募集期間　６月１８日（月）まで
７．主　　催　地域おこしサークル「みちの会」
　　共　　催　湯川村産業建設課
８．出品申込及び内容等のお問い合わせ先　みちの会事務担当　髙畑　喜ヱ門
　　☎0241−27−4448　携帯　090−2792−4547

「いってみんべぇ みてみんべぇ ゆがわ夏の市」

出品者募集のお知らせ
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○募集コース
コース名 月　　　日 時　間 金　　額 申込締切

国内旅行業務取扱管理者
（旅行業約款編）�【定員15名】

7月23日㈪、24日㈫、26日㈭、30日㈪、31日㈫
8月　2日㈭ 18：00～20：00 受講料　4，300円教材費　3，024円 7月　6日㈮

ＪＷ＿ＣＡＤ製図スキルアップ
（建築図面編）�【定員 5名】 7月23日㈪、24日㈫、30日㈪、31日㈫ 9：00～15：00 受講料　6，700円教材費　3，456円 7月　6日㈮

○場　　所　福島県立テクノアカデミー会津
○申込方法　「テクノセミナー受講申込書」に記入し、下記住所へメール、郵送、持参、もしくはＦＡＸで送信してくだ
さい。（「テクノセミナー受講申込書」は、本校ホームページhttp://www.tc-aizu.ac.jp/経営企画部門からダウンロード
したものをお使いください）
◎お問い合わせ先
　〒969－3527　喜多方市塩川町御殿場4－16　福島県立テクノアカデミー会津
　☎0241－27－3221　ＦＡＸ0241－27－3312
　メール　aizu-ta@pref.fukushima.lg.jp　併せて本校フェイスブックページもご覧ください。
○そ の 他　企業の要望に応じてコースを設定する「オーダーメイド」もありますので、お問い合わせください。

平成30年度　第2回　健康教室

テーマ 頭痛のタネ 総合内科医がおしえる、
頭痛の正しい知識　　　

○日時　６月２８日（木）１３：００〜１４：００　○場所　会津医療センター　２階　会議室
○講師　福島県立医科大学会津医療センター　総合内科学講座教授　鈴木啓二
　頭痛に関する日頃の疑問に、総合内科医が詳しく解説します。
　※事前申し込み不要です。どなたでも自由にご参加ください。
◎お問い合わせ先　会津医療センター　患者支援センター　☎０２４２−７５−２２３８

テクノアカデミー会津からのご案内
テクノセミナー

洪水情報が 緊急速報メール で発信されます!
平成29年5月から、国が管理する阿賀川で、川が氾濫する可能性が高まった時に、その周辺にいる人に
氾濫の危険をお知らせする情報が自動で携帯電話に発信されるようになりました。

緊急速報メールが来たら
まず次のサイトをチェック!

国土交通省
川の防災情報

河川管理者（国）・気象庁

携帯電話会社（NTTドコモ、KDDI・沖縄セルラー、
ソフトバンク（ワイモバイル含む））

住民の皆様

洪水情報

緊急速報メール

川
の
防
災
情
報
に

　
　
　
ア
ク
セ
ス

雨の状況が分かる！ 川の様子が分かる！ 川の水位が分かる！
今、どこでどれ
くらいの雨が降
っているのかを
知ることができ
ます。

川に設置した水位計
で、近くの川の水位
がどのような状況に
なっているのかを、
リアルタイムで確認
できます。

ＣＣＴＶカメラ
の映像で、現在
の川の様子が分
かり、川に近づ
かなくても状況
を知ることがで
きます。

アクセス！
パソコンから　　　　http://www.river.go.jp/
スマートフォンから　http://www.river.go.jp/s/

【お問い合わせ先】国土交通省阿賀川河川事務所　☎０２４２−２６−６４４１
　　　　　　　　 湯川村総務課総務係　　　　　☎０２４１−２７−８８００

スマホ版「川の防災情報」
では、位置情報を取得する
ことで、今いる場所の雨の
様子や近くの川の状況をす
ぐに知ることができます。

洪
水
情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
型

　
　
　
　
配
信
イ
メ
ー
ジ
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マークの英語教室 ❾
64.7 million Americans use English as a “second language.” In other words, about 
20% of Americans are not native English speakers. The most common non-English 
languages in America are Spanish (40 million), Chinese (3.3 million), Tagalog (1.7 
million), Vietnamese (1.5 million), and French (1.3 million).
　6470万人のアメリカ人が英語を「第二言語」として使用しています。
　言い換えれば、アメリカ人の約20％がネイティブの英語話者ではありません。
　英語以外でよく話されている言語は、スペイン語（4000万人）、中国語（330万人）、タガログ
語（170万人）、ベトナム語（150万人）、フランス語（130万人）などです。

Some American states have regions with few people that use English. Some towns 
in Minnesota often use Norwegian, while some in Wisconsin and Pennsylvania mostly 
use German. French is the “special” language of Louisiana and Cherokee is an official 
language in parts of Oklahoma. Many American cities have neighborhoods with special 
common languages. For example, my hometown Indianapolis has a neighborhood with 
many Burmese language speakers.
　いくつかのアメリカの州には、英語を使用する人がほとんどいない地域があります。
　ミネソタ州のいくつかの町ではノルウェー人が多く、ウィスコンシン州やペンシルバニア州では
ドイツ語が主流です。
　フランス語はルイジアナの「特別な」言語であり、チェロキー（※）はオクラホマ州の公用語です。
　多くのアメリカの都市には特別な共通言語を持つ地域があります。
　たとえば、私の故郷のインディアナポリスには、多くのビルマ語の話し手がいる地域があります。
※チェロキー族（北米インディアンの一部族、今はその大部分がオクラホマ州に住む）

In everyday American life, foreign languages are very common. When I was in high 
school, I made friends that spoke Spanish, Chinese, Japanese, Hindi, Sinhala, and 
Lebanese Arabic. Though they used English at school, they always spoke their native 
languages at home. In college, I met an even more diverse group of people!
　アメリカでの日常生活では、外国語は非常に一般的です。
　私は高校時代にスペイン語、中国語、日本語、ヒンディー語、シンハラ語、レバノン語、アラビ
ア語を話す友人を作りました。
　彼らは学校では英語を使いますが、自宅ではいつも母国語を話します。大学ではもっと多様な
人々に会いました！
Source : https://www.migrationpolicy.org/article/language-diversity-and-english-proficiency-

united-states 

《参加者大募集（村民限定）》
※平成30年度も隔週水曜日（18時～19時）、ユースピアゆがわで「英会話教室」を行います。
マーク先生と一緒に英語を学びませんか？
◎お問い合わせ先：社会教育主事　栗村　☎0241－27－8880（ユースピアゆがわ）

平成30年3月末の被害状況（県内）
被害件数　40件（前年比+16件）　被害総額　4，963万円（前年比＋535万円）
内訳　オレオレ詐欺……16件 1，380万円　　架空請求詐欺…14件 2，169万円
　　　融資保証金詐欺… 5件　 596万円　　還付金詐欺…… 3件　 649万円
被害の特徴　①オレオレ詐欺の件数は、前年同期の３倍以上になっています。

　②架空請求メール、架空請求はがきが県内全域で多発しています。

なりすまし詐欺が大幅増加
消防署からのお知らせ

カクニンジャー福くん

会津坂下警察署からのお知らせ

「悪質業者は、う・そ・つ・き！」

悪質商法の被害に
あわないためのキーワード

実施期間
平成30年6月3日（日）から

6月9日（土）

平成30年度
危険物安全週間

平成３０年度
危険物安全週間推進標語

「この一球　　　
届け無事故へ
　みんなの願い」

　平成３０年度の危険物安全週間が、６月３日（日）～
６月９日（土）まで全国一斉に行われます。危険物は、
「使用方法や取り扱い方法」を誤りますと、火災にな
り易く、非常に危険で人命さえも失うことになります
ので、「取り扱いや保管」に充分注意してください。

会津若松消防署十文字出張所
☎0242－75－2151　℻ 0242－75－2196

ううまい話を信用しない！

そそうだんする！

つつられて返事をしない！
すぐに契約しない！

ききっぱり！はっきり！断る！

湯川村内街頭犯罪等発生状況（平成30年 4 月30日現在）

区　分
街　　頭　　犯　　罪 街頭犯

罪合計
その他
刑法犯等

全刑
法犯強盗 空き巣 忍込み 事務所

荒し
出店
荒し

自動
車盗

オート
バイ盗

自転
車盗

自販機
ねらい

車上
ねらい

ひった
くり　

部品
ねらい

強制わ
いせつ

管　内 1 1 1 1 2 7 4 2 19 21 40
湯川村 1 1 1 1 4 2 6
※その他刑法犯等には、暴行、傷害、万引き、詐欺、器物損壊などの犯罪発生件数が含まれます。
※上記発生件数は、平成30年 1 月 1 日からの累計数となっています。

福島県警察官の募集
１　警察官Ａ（大学卒）
①受付期間　平成30年 5 月11日㈮から 6月 8日㈮まで
②受験資格　昭和60年 4 月 2 日以降に生まれた方で、

大学を卒業した方または平成31年 3 月末
日までに大学を卒業する見込みの方

２　警察官Ｂ（高校卒）
①受付期間　平成30年 7 月20日㈮から 8月17日㈮
②受験資格　昭和60年 4 月 2 日から
　　　　　　平成13年 4 月 1 日まで
　　　　　　に生まれた方
◎お問い合わせ先
　会津坂下警察署警務係
　☎０２４２－８３－３４５１
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村内の交通事故
件数 死亡 傷者

平成29年
（1月～12月）

7 1 7
88

平成30年
4 　月

0 0 0
4

平成30年
累　計

1 0 2
35

交通死亡事故ゼロ日数
（平成30年 4 月30日現在） 227日

（上段は人身事故・下段は物損事故）

湯
川
俳
句
会

婆
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が
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出
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っ
て
牛
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蒔
く

山
若
葉
一
日
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と
日
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湧
く
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木　
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子

咲
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も
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よ
し
桜
か
な

生
く
る
こ
と
生
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さ
れ
る
こ
と
山
笑
う
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木　

信
子

吹
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さ
わ
り
し
牡
丹
の
芽

サ
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ラ
咲
く
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日
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く
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う
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鈴
木　

玲
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春
耕
や
眠
気
と
闘
う
農
夫
あ
り

芥
子
菜
の
帯
化
と
出
逢
う
春
の
畦

	

坂
内
ま
ん
さ
く

空
青
し
満
開
の
花
翳
り
行
く

菜
の
花
や
や
さ
し
き
言
葉
し
ま
い
お
く

	

鈴
木　
　

翠

種
籾
蒔
く
ホ
ー
ス
む
く
む
く
動
き
出
す

又
来
年
洗
い
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鈴
木
智
恵
子

夏
近
し
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庭
の
声
空
に
飛
ぶ

雨
の
音
弾
ん
で
飛
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で
春
惜
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む

	

小
林
喜
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雄

村
民
の
文
芸

発
表
の
ひ
ろ
ば

沃
野
湯
川
会

卒卒
業
入
学入

で
祝
袋
を
用
意
し
て

	

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
楽
し
み
」
孫
達
の
成
長
を　

兼
子　

春
江

琴
を
奏
で
毎
日
ジ
ム
に
行
く
と
言
ふ

	

八や

そ
十
歳
の
女
性
の
真
っ
赤
な
コ
ー
ト　

小
林　

和
子

咲
き
が
け
の
福
寿
草
つ
み
手
折
り
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て

	

流
し
の
棚
に
あ
さ
ゆ
ふ
見
つ
め
る　

菅
沼　

禎
子

晴
天
の
続
く
予
報
に
大
根
を

	

網
戸
に
広
げ
切
り
干
し
を
す
る　

鈴
木
ト
シ
子

炬
燵
に
て
春
の
作
付
け
練
り
て
待
ち

	

今
日
か
ら
私
の
春
が
始
ま
る　

坂
内
タ
ミ
子

夫
に
問
ふ「
今
日
は
何
の
日
？
」「
そ
う
だ
な
あ
…
」

	

六
十
五
度
目
の
結
婚
記
念
日　

𠮷
田　

妙
子

さ
く
ら
木
を
む
ら
合
併
と
高
校
の

	

入
学
記
念
に
男お
の
こ孫
と
植
え
ぬ　

佐
野　

常
雄

	

（
湯
川
村
合
併
60
周
年
記
念
）

制
服
の
届
き
て
孫
は
試
着
す
る

	

吾
に
向
か
ひ
て
ピ
ー
ス
の
サ
イ
ン　

鈴
木　

悦
子

春
の
陽
を
背
に
受
け
な
が
ら
大
根
蒔
く

	

今
年
も
出
来
る
八
十
路
と
な
り
て　

鈴
木　

久
子

雪
代
の
川
を
濁
し
て
春
は
来
る

	

岸
辺
の
柳
花
穂
の
銀
毛　

矢
澤　

悦
子

キ
ッ
チ
ン
に
向
日
葵
色
の
陽ひ

の
そ
そ
ぎ

	

摘
み
立
て
青
き
蕗
み
そ
あ
へ
し　

渡
部　

子

　家庭の話し合い、一緒の
食事の励行、親子ふれあい
運動を実施しましょう。

毎月「第３日曜日」は
　　「家庭の日」です

あいさつ運動
つ
づ
け
て

さ
き
に

い
つ
で
も

あ
か
る
く

一声運動を普及しましょう。

人の動き（５月１日現在）
総人口（前月比）

総人口 3,265人（△12）
男 1,565人（△　2）
女 1,700人（△10）
世帯数 1,016世帯（　　0）

村の花

アジサイ

村の木

イチョウ

村の鳥

カッコウ

湯川村青少年育成村民会議
６
月
の
行
事
予
定

１
日（
金
）交
通
事
故
ゼ
ロ

　
　
　
　
　
　
　

歩
行
者
優
先
の
日

１
日（
金
）〜
７
日（
木
）村
政
座
談
会

３
日（
日
）一
斉
清
掃
日

　
　
　
　

壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

17
日（
日
）村
民
ハ
イ
キ
ン
グ

19
日（
火
）６
月
議
会
定
例
会
開
会

	

（
予
定
）

戸籍の窓口
（４月受付）

お誕生おめでとうございます
（地区） （両親） （子）

中ノ目 渡部　健也
　　　りえ 琉

りゅか

禾

謹んでお悔やみ申し上げます
（地区） （本　人） （年齢）
浜　崎 大須賀スイ子 ９２歳
笈　川 星　ツヤ子 ９２歳
森　台 古川マサ子 ９５歳
佐野（高瀬） 眞壁　君江 ８７歳
笈　川 長谷川貞子 ８５歳
堂　畑 川島　リツ ９２歳

※この欄に掲載を希望しない方は、住民課福祉係へ
申し出てください。
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湯
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湯
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１
８
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０
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１
―
２
７
―
８
８
０
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Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
１
―
２
７
―
３
７
６
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ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

http://w
w
w
.vill.yugaw

a.fukushim
a.jp

　
　
　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス　

yugaw
a@
vill.yugaw

a.fukushim
a.jp

いい顔!!
み〜つけた

総務省からの
お 知 ら せ

佐藤 陽
ひゅうが

向くん
（沼ノ上）

　太陽のように明るく前

向きな子に育ってほしい

と思ったので“陽向”と

名付けました。

　６月１日〜１０日は「電波
利用環境保護周知啓発強
化期間」です。
　電波は、ルールを守って正
しく使いましょう。
　電波の混信・妨害について
のお問い合わせは、総務省東
北総合通信局　相談窓口
☎０２２−２２１−０６４１
まで。『乳児健康相談（9～10か月児）より』

第30回ふくしま駅伝希望ふくしまチーム
湯川村選手候補者募集のお知らせ

　湯川村教育委員会では、第３０回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会（ふくしま駅伝）に７町村合同チー
ム「希望ふくしまチーム」として参加する湯川村選手候補者を募集します。長距離走が好きな方やふくしま
駅伝に出場してみたいという方はご応募ください。詳細については次のとおりです。

○応募資格　中学生以上の村民または本村出身者
○応募締切　平成３０年６月１５日（金）
○選手選考　合同チームの練習会及び先行レースの記録により選考会が行われ選手を決定します。
◎お問い合わせ先　湯川村教育委員会　社会教育係　☎０２４１−２７−４１０７

宛先　j-yugawa@vill.yugawa.fukushima.jp
件名

防災メールの登録について

※迷惑メール対策でパソコンからのメールを受信拒
否している場合はメールを受け取ることができま
せん。j-yugawa@vill.yugawa.fukushima.jp が
受信できるように携帯・スマートフォンの設定を
お願いします。
なお、設定の方法がわからない場合などは、各携
帯電話会社にお問い合わせください。

総務課総務係　☎０２４１−２７－８８００

～新規登録の流れ（例）～

登録用メールアドレス　j-yugawa@vill.yugawa.fukushima.jp

メール送信

登録用メール
アドレスを入力

登録
完了

新規メール作成画面

「登録用メールアドレス」に空
から

メール（件名、本文が入力されていないメール）を送信していただくと登
録ができます。

　皆さんが持っている携帯電話やパソコンのメールアドレスを村に登録していただくと、地震・気象
情報及び国民保護（テロ、ミサイル飛来等）に関する情報や災害時における避難勧告や避難指示など
の情報をメールで受け取ることができます。
　まだ防災メールを登録していない村民の皆さんは、災害時に対する備えとして、ぜひご登録をお願
いします。

本文

防災メール　登録の仕方

⑫


